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（（（（このこのこのこの号号号号ご うのののの内内内内ない容容容容よ う））））    
■「新あたらしき年と し2023年ねんを迎むかえたごあいさつ」 

友とも永なが健けん三ぞう（公こ う益えき財ざい団だん法ほう人じん 住すみ吉よし隣りん保ぽ 事じ 業ぎょう推すい進しん 協きょう会かい 理り 事じ 長ちょう）・・・・・・・・・・・1-2 
■第だい30回かい住すみ吉よし・住すみ之の 江え じんけんのつどい 講こ う演えん 「“人ひとの世よ に熱ねつあれ 人にん間げんに光ひかりあれ”水すい平へい社しゃ宣せん言げんに学まなぶ」 
友とも永なが健けん三ぞうさん（一いっ般ぱん社し ゃ団だん法ほう人じん 部ぶ 落ら く解かい放ほう・人じん権けん研けん 究きゅう所し ょ名めい誉よ 理り 事じ /公こ う益えき財ざい団だん法ほう人じん 住すみ吉よし隣りん保ぽ 事じ 業ぎょう推すい進しん協きょう会かい理り 事じ 長ちょう）・・・３-10 

■■■■住すみ吉よし隣りん保ぽ 事じ 業ぎょう推すい進しん 協きょう会かいのうごき・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11 
■■■■住すみ吉よし部ぶ 落ら く史し 研けん 究きゅう会かいのご案あん内ない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12 

※今号こんごうの「けんぞうの視点し て ん」はお休やすみです 
 

2022年ねんは、全ぜん国こ く水すい平へい社しゃが創そう立りつされて100年ねんという大おお

きな節ふし目め の年と しにあたっていました。このため、各かく方ほう面めんでこ
の100年ねんの運うん動どうをふりかえり、部ぶ 落ら く解かい放ほう・人じん権けん確かく立りつ社しゃ会かい

の実じつ現げんに向む けた決けつ意い を新あらたにした一いち年ねんでした。 
住すみ吉よしの地ち においても、全ぜん国こ く水すい平へい社しゃ100年ねんを記き 念ねんした

連れん続ぞく学がく 習しゅう会かいを開かい催さい（4回かい）するとともに、12月がつの第だい30回かい

住すみ吉よし・住すみ之の 江え じんけんのつどいでは、全ぜん体たい会かいで「“人ひとの
世よ に熱ねつあれ 人にん間げんに 光ひかりあれ”水すい平へい社しゃ宣せん言げんに学まなぶ」をテて
ーー マま に水すい平へい社しゃ宣せん言げんの内ない容よ うを深ふかくまなびました。 

2月がつには、ロろ シし アあ のウう クく ラら イい ナな 侵しん攻こ うがあり、アあ ジじ アあ におい
ても緊きん 張ちょうが高たかまるなか、昨さ く年ねん4月がつ23日にちには、「人じん権けんのま
ちづくりを 考かんがえる」すみよし連れん続ぞく講こ う座ざ 記き 念ねん講こ う演えん会かいを開かい

催さいし、鳩はと山やま友紀夫ゆ き お 元もと首しゅ 相しょうをお招まねきし、「沖おき縄なわ復ふっ帰き 50年ねんと

東ひがしアあ ジじ アあ 共きょう同どう体たい構こ う築ち くの必ひつ要よ う性せい」と題だいした講演こうえんをいただ
き、活かっ発ぱつな質しつ疑ぎ 応おう答と うを行おこないました。このなかでは、ウう クく ラら
イい ナな での戦せん争そうについては一いっ刻こ くも早はやい停てい戦せんと話はなし合あ いによ
る解かい決けつの必ひつ要よ う性せい、アあ ジじ アあ においても、軍ぐん備び 増ぞう 強きょうではなく、
国こ く際さい紛ふん争そうの話はなし合あ いによる解かい決けつの仕し 組く みを構こ う築ち くしてい
くことの必ひつ要よ う性せいが強きょう調ちょうされました。 

昨さ く年ねん、住すみ吉よし地ち 区く における人じん権けんのまちづくりを進すすめてい
くうえで、重じゅう要よ うな事じ 実じつが明あきらかになりました。それは、住すみ

吉よし地ち 区く のまちづくりが「一いち団だん地ち 認にん定てい方ほう式しき」というまちづく
りの方ほう式しきで住じゅう宅たくや公こ う 共きょう施し 設せつが計けい画かく的てきに建けん設せつされてき
たため、一いち部ぶ の公こ う 共きょう施し 設せつ（例たとえば、市し 民みん交こ う 流りゅうセせ ンん タた ーー す
みよし北きた）が閉へい鎖さ ・解かい体たいされ空あ き地ち になったとしても、そこ
だけを売ばい却きゃくすることが簡かん単たんには行おこなえないことが区く 役やく所し ょ
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を中心ちゅうしんとした調ちょう査さ によって判はん明めいしてきたことです。この結けっ

果か 、住すみ吉よし地ち 区く だけでなく、隣りん接せつ地ち 域いきに暮く らす人ひとびとにとっ
ても役やく立だ つ方ほう向こ うで市し 民みん交こ う 流りゅうセせ ンん タた ーー すみよし北きたの跡あと地ち
を有ゆう効こ う活かつ用よ うする取と り組く みが求もとめられています。 

当と う法ほう人じんとして、昨さ く年ねんから開かい始し した新あらたな取と り組く みとし
ては、住すみ吉よし 住じゅう宅たく 集しゅう会かい所し ょを会かい場じょうに、「子こ ども第だい三さんの居い 場ば
所し ょ事じ 業ぎょう」があります。これは、さまざまな家か 庭てい事じ 情じょうのため
に困こん難なんを抱かかえている子こ どもたちに居い 場ば 所し ょを提てい 供きょうする事じ
業ぎょうで、週しゅう3回かい（月げつ・水すい・金きん）午ご 後ご 1時じ から 9時じ まで遊あそびや
学がく 習しゅう、食しょく事じ 作づくりなどの事じ 業ぎょうを行おこなっています。現げん時じ 点てんで
は、登と う録ろ く数すうは 100人にんで、平へい均きん20～30人にんの子こ どもたちが
参さん加か しています。なお、この事じ 業ぎょうは、日に 本ほん財ざい団だんの助じ ょ成せい金きん

を活かつ用よ うして実施じ っ しされているものです。 
昨さ く年ねんは、長なが年ねんにわたって当と う法ほう人じんを支ささえていただいた梶かじ

川かわ田た 鶴づ 子こ さんと野の 村むら君きみ一かずさんが 7月がつにお亡な くなりなりま
した。亡な くなりましたお二人ふ た り のご冥めい福ふくをお祈いのり申もうし上あ げま
すとともにお二人ふ た り のご遺い 志し を受う け継つ ぎ、すべての人ひとの
尊厳そんげんが尊重そんちょうされる社しゃ会かいの実じつ現げんを目め 指ざ していくことをお
誓ちかいしたいと思おもいます。 

 
新あたらしく迎むかえた2023年ねんで、最もっとも重じゅう大だいな世せ 界かい的てきな課か 題だい

は、ウう クく ラら イい ナな での戦せん争そうの早そう期き 停てい戦せんと話はなし合あ いによる解かい

決けつです。このための世せ 界かい的てきな世よ 論ろんの高たかまりが求もとめられて
います。 

日に 本ほん国こ く内ないでの最さい大だいの課か 題だいは、日に 本ほんを戦せん争そうができる国くに

にしてはならないということです。残ざん念ねんながら、現げん在ざいの政せい

権けんは、ウう クく ラら イい ナな での戦せん争そうやアあ ジじ アあ での緊きん 張ちょうの高たかまりを
理り 由ゆうに、日に 本ほんの軍ぐん備び を大おお幅はばに増ぞう 強きょうし、自じ 衛えい隊たいを戦せん争そうが
できる軍ぐん隊たいに変か えようとしていますが、しかしながらこの
道みちはいつか来き た道みちで、多おおくの人ひとびとを戦せん争そうの惨さん禍か に 陥おとしい

れてしまう道みちです。 
今いまこそ、日に 本ほん国こ く憲けん法ぽうの前ぜん文ぶん、第だい9条じょうの原げん点てんに立た ち戻もどり、

対たい話わ と交こ う 流りゅう、話はなし合あ いによる国こ く際さい紛ふん争そうの解かい決けつの仕し 組く み
を構こ う築ち くしていくことが求もとめられています。 

ついで、日に 本ほん国こ く内ないで求もとめられていることは、東ひがし日に 本ほん大だい

震しん災さい での東と う 京きょう電でん力りょく福ふく島しま第だい 1原げん発ぱつの事じ 故こ の反はん省せい から
導みちびき出だ されてきた「脱だつ原げん発ぱつ」の路ろ 線せんを堅けん持じ することです。
この点てんに関かんしても、現げん在ざいの政せい権けんは、国こ っ会かいでの議ぎ 論ろんを経へ る
こともなく、新あらたな原げん発ぱつの開かい発はつ、築ち く40年ねんを経けい過か した原げん発ぱつ

についても再さい利り 用よ うという驚おどろくべき方ほう針しんを打う ち出だ していま
す。日に 本ほんが、世せ 界かいでも最もっとも警けい戒かいすべき地じ 震しん国こ くであること、
また、アあ ジじ アあ において万まんが一いち戦せん争そうが勃ぼっ発ぱつした時とき、原げん発ぱつが
真ま っ先さきに攻こ う撃げきの対たい象しょうになることを考慮こ う り ょした時とき、現げん政せい権けんの
路ろ 線せんの撤てっ回かいを求もとめていく世よ 論ろんを高たかめていくことが求もとめら
れています。 

現げん政せい権けんの「戦せん争そうができる軍ぐん隊たいづくり」と「原げん発ぱつの新しん設せつ、
再さい利り 用よ う」については、問もん題だいを指し 摘てきしましたが、打う ち出だ され
ている方ほう針しんで是ぜ 非ひ とも良よ い方ほう向こ うで実じつ現げんしてもらいたいも
のもあります。その一ひとつは、子こ どもの関かかわった施せ 策さ くの充じゅう

実じつのために「異い 次じ 元げんの少しょう子し 化か 対たい策さ く」の方ほう針しんが打う ち出だ さ
れていることです。もう一ひとつは、今年こ と し 5月がつに広ひろ島しまで開かい催さいさ
れる G7首しゅ脳のう会かい議ぎ で、参さん加か した首しゅ脳のうの全ぜん員いんに広ひろ島しま平へい和わ
記き 念ねん資し 料りょう館かんの見けん学がくをしてもらうというプぷ ロろ グぐ ラら ムむ が準じゅん備び
されていることです。これは、核かく戦せん争そうの回かい避ひ 、核かく兵へい器き の廃はい

絶ぜつに大おおきく役やく立だ つもので、ぜひとも実じつ現げんを求もとめたいと思おも

います。 
住すみ吉よし地ち 区く での今年こ と しの重じゅう点てん課か 題だいとしては、市し 民みん交こ う 流りゅうセせ

ンん タた ーー すみよし北きたの跡あと地ち の有ゆう効こ う活かつ用よ うに向む けた具ぐ 体たい的てきな
一いっ歩ぽ を歩あゆみだすことです。その際さい、住すみ吉よし地ち 区く だけでなく隣りん

接せつ地ち 域いきにも役やく立だ つ視し 点てん、子こ どもや高こ う齢れい者しゃなどにも役やく立だ
つ視し 点てん、防ぼう災さいの視し 点てんを踏ふ まえていくことが重じゅう要よ うです。 

当と う法ほう人じんとしては、昨さ く年ねんより開かい始し した「子こ ども第だい三さんの居い
場ば 所し ょ事じ 業ぎょう」の発はっ展てん、新あらたな事じ 業ぎょうとしては、現げん在ざい、地じ 元もとの
Nえぬ PぴーOおー法ほう人じんが展てん開かいする高こ う齢れい者しゃ・障しょう害がい者しゃの生い きがい就しゅう

労ろう事じ 業ぎょうを当と う法ほう人じんが引ひ き継つ ぐとともに、新あらたな事じ 業ぎょう展てん開かい

を模も 索さ くしていく必ひつ要よ うがあります。 
このほか、当と う法ほう人じんを財ざい政せい面めんで持じ 続ぞく可か 能のうにしていくため

に①事じ 業ぎょう収しゅう 入にゅうの拡かく大だい、②賛さん助じ ょ会かい員いんや寄き 付ふ の拡かく大だい、③



2023年
ねん

1月
がつ

31日
にち

 発⾏
はっこう

                            すみりんニ
に

ュ
ゅ

ー
ー

ス
す

 第
だい

88号
ごう

 

３ 

新あらたな基き 金きんの設せつ立りつの検けん討と う、④資し 産さん運うん用よ う、⑤国くにや大おお阪さか市し
に対たいして隣りん保ぽ 事じ 業ぎょう部ぶ 分ぶんへの財ざい政せい補ほ 助じ ょ、重じゅう層そう的てき支し 援えん体たい

制せい整せい備び 事じ 業ぎょうなどの活かつ用よ う等と うにも取と り組く んでいく決けつ意い です。 
長なが年ねんにわたって住すみ吉よし地ち 区く の人ひとびとにとって「見み 守まもり」と

「励はげまし」のシし ンん ボぼ ルる であった「オお ガが リり 像ぞう」については、市し
民みん交こ う 流りゅうセせ ンん タた ーー すみよし北きたの閉へい鎖さ ・解かい体たいに伴ともない、沖おき縄なわ・
読よみ谷たん村そんの金きん城じょう 実みのるさん宅たくに解かい体たい・移い 送そうしていますが、昨さ く

年ねん末まつ、住すみ吉よしの地ち に、「ミみニに ・オお ガが リり 像ぞう（オお ガが リり 像ぞう・住すみ吉よし）」が
金きん城じょう 実みのるさんのご厚こ う意い で送おくられてきました。このオお ガが リり
像ぞう・住すみ吉よしを、来きたる 2月がつ11日にち（土ど ・祝しゅく）に、住すみ吉よし隣りん保ぽ 事じ 業ぎょう

推すい進しんセせ ンん タた ーー （すみよし隣りん保ぽ 館かん 寿ことぶき）正しょう面めん玄げん関かん上じょうの壁へき

面めんに設せっ置ち する予よ 定ていです。 
このオお ガが リり 像ぞう・住すみ吉よしに元げん気き をもらって、平へい和わ と人じん権けん、環かん

境きょうが守まもられた社しゃ会かいを構こ う築ち くしていくための拠き ょ点てんとして、住すみ

吉よし隣りん保ぽ 事じ 業ぎょう推すい進しんセせ ンん タた ーー （すみよし隣りん保ぽ 館かん 寿ことぶき）が、今こん

後ご 一いっ層そう皆みな様さまに活かつ用よ うされることをお願ねがいしたいと思おもいます。 
 

2023年ねん1月がつ31日にち 
公こ う益えき財ざい団だん法ほう人じん 住すみ吉よし隣りん保ぽ 事じ 業ぎょう推すい進しん 協きょう会かい 

理り 事じ 長ちょう    友とも永なが健けん三ぞう 

 
1.はじめに 
〇1922年ねん3月がつ3日にち、京きょう都と 市し 公こ う会かい堂ど う（岡おか崎ざき公こ う会かい堂ど う）

で全国ぜ ん こ く水平社すいへいしゃ設立せつりつ 
1922年ねんから 100年ねん、2022年ねん3月がつ3日にちに 100周しゅう

年ねんの記き 念ねん行ぎょう事じ を開かい催さい。現げん在ざい、岡おか崎ざき公こ う会かい堂ど うは、ロろ ーー ムむ
シし アあ タた ーー 京きょう都と （京きょう都と 会かい館かん）となっており、そこで記き 念ねん

集しゅう会かいが開かい催さいされました。 

〇水すい平へい社し ゃ宣せん言げん 
設せつ立り つ大たい会かいで、採さい択た くされた宣せん言げんは「水すい平へい社し ゃ宣せん言げん」と

呼よ ばれ、日に 本ほんの最さい初し ょ の人じ ん権けん宣せん言げんとして大おおきな影えい響きょう

を与あたえています。 

本ほん講こ う演えんでは、この水すい平へい社し ゃ宣せん言げん、とくにその内ない容よ うに
ついて、ともに 考かんがえていきたいと思おもいます。 

当と う時じ の公こ う会かい堂ど うのようすは、 左ひだりの写し ゃ真し んのとおりです。
配はい布ふ された宣せん言げん・綱こ う領りょうは次つぎの通と おりです。 

 
現げん在ざい残のこっている現げん物ぶつは 4枚まいしかありません。京きょう都と

の七し ち条じょうにある崇す う仁じ ん自じ 治ち 会かい（2枚まい）、法ほ う政せい大だい学が く、研けん 究きゅう

者し ゃが持も っています。我われ々われとしては、水すい平へい社し ゃ宣せん言げんと関かん係けい

資し 料りょうをユゆ ネね スす コこ の世せ 界かい記き 憶お く遺い 産さ んに登と う録ろ くしたいと努ど

力りょくしています。 
 

第だい30回かい住すみ吉よ し・住すみ之の 江え じんけんのつどい 講こ う演え ん 
「“人ひ との世よ に熱ねつあれ 人にん間げんに光ひかりあれ”水すい平へい社し ゃ宣せん言げんに学ま なぶ」 

友とも永なが健けん三ぞうさん 
（一いっ般ぱん社しゃ団だん法ほう人じん 部ぶ 落ら く解かい放ほう・人じん権けん研けん 究きゅう所し ょ名めい誉よ 理り 事じ /公こ う益えき財ざい団だん法ほう人じん 住すみ吉よし隣りん保ぽ 事じ 業ぎょう推すい進しん協きょう会かい理り 事じ 長ちょう） 
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2.「宣せん言げん」とは？ 
宣せん言げんとは、「個こ 人じ んや団だん体たいが、その意い 見けんや方ほ う針し んを外がい

部ぶ に対たいして広ひろく表ひょう明めいすること」（三さ ん省せい堂ど うスす ーー パぱ ーー 大だい

辞じ 林り ん）です。何なにを目も く的て きにしているかを広ひろく 訴うったえるた
めに書か かれたものです。広ひろく知し られている宣せん言げんには
次つぎのようなものがあります。 

〇フふ ラら ンん スす 人じ ん権けん宣せん言げん（1798年ねん） 
〇共きょう産さ ん党と う宣せん言げん（1848年ねん） 
〇世せ 界かい人じ ん権けん宣せん言げん（1948年ねん） 

しかし、水すい平へい社し ゃ宣せん言げんは、上じょう記き ３つの宣せん言げんとは決け っ定てい

的て きに違ちがうものがあります。最さい大だいの特と く 徴ちょう・独ど く自じ 性せいは、マま
イい ノの リり テて ィぃ 自じ 身し んによって起き 草そ うされたということです。西さい

光こ う万まん吉き ちさん、平ひら野の 小しょう剣けんさんは、大だい学が く教きょう育い くを受う けてい
ません。しかし、部ぶ 落ら く差さ 別べつを撤て っ廃ぱいしたいということで
いろいろな書し ょ物もつを読よ んだり、人ひとに会あ いに行い ったり、
話はなしを聞き いたりして自じ 分ぶんのものにしました。そこが大おおき
な特と く 徴ちょうです。 
 
3.水すい平へい社し ゃ宣せん言げんができるまで 

奈な 良ら 県けん御ご 所せ 市し 柏かし原わらの青せい年ねんによる「 燕つばめ会かい」の集しゅう合ご う

写し ゃ真し んです。 燕つばめ会かいという名な は、自じ 由ゆ うに羽は ばたくつばめ
を象しょう徴ちょうとしてつけられました。 
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〇『良よ き日ひ の為た めに』の発はっ行こ う 

水すい平へい社し ゃ の呼よ びかけパぱ ンん フふ レれ ッっ トと である『よき日ひ の
為た めに』の奥お く付づけを見み ると、発は っ行こ う人にんと発は っ行こ う日び が 3度ど 変か
わっています。発は っ行こ う人にんは、駒こ ま井い 喜き 作さ く→燕つばめ会かい同ど う人じ ん→

水すい平へい社し ゃ創そ う立り つ事じ 務む 所し ょとなっています。発は っ行こ う日び は、大たい正しょう

10年ねん12月がつ→大たい正しょう11年ねん1月がつ12日にち→大たい正しょう11年ねん2月がつ

5日にちとなっており、水すい平へい社し ゃの結け っ成せいに近ちかづいていること
がわかります。 
 
4.水すい平へい社し ゃ宣せん言げんの起き 草そ う者し ゃ 

中ちゅう心し ん人じ ん物ぶつは次つぎの写し ゃ真し んの人ひとたちです。 

水
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提
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きょう

 

○西光さ い こ う万まん吉き ち（後列こ う れつ右端みぎはし・26歳さい） 
○平野ひ ら の小剣しょうけん（前列ぜんれつ左端ひだりはし・30歳さい） 
〇駒こ ま井い 喜き 作さ く（後こ う列れつ中ちゅう央お う・25歳さい） 
〇米よね田だ  富と み（後こ う列れつ 左ひだり端は し・21歳さい） 
〇桜さくら田だ 規き 矩く 三ぞ う（前ぜん列れつ右みぎ端は し・26歳さい） 
〇阪さか本も と清せい一いち郎ろ う（前ぜん列れつ 左ひだりから3 人さんにん目め ・30歳さい） 
〇 南みなみ 梅う め吉き ち（前ぜん列れつ 左ひだりから2 人ふ た り目め ・44歳さい） 

 
5.水すい平へい社し ゃ宣せん言げんの内ない容よ う 
〇全ぜん国こ くに散さん在ざいする吾わが特と く殊し ゅ部ぶ 落ら く民みんよ団だん結けつせよ 

水すい平へい社し ゃ宣せん言げんは、「全ぜん国こ く に散さ ん在ざいする吾わが特と く殊し ゅ部ぶ 落ら く民みん

よ団だん結けつせよ」からはじまります。これは共きょう産さ ん党と う宣せん言げんの
影えい響きょうを強つよく受う けています。当と う時じ 、 燕つばめ会かいに送お くられてき
た共きょう産さ ん党と う宣せん言げんを勉べん強きょうしていました。そのことを阪さか本も と

清せい一いち郎ろ うさんが思おもい出で として語かたっています。「共きょう産さ ん党と う

宣せん言げん」の最さい後ご に「万ばん国こ くのプぷ ロろ レれ タた リり アあ 団だん結けつせよ！」と
いうのがあります。これを水すい平へい社し ゃ宣せん言げんでは、前ま えに持も っ
てきました。 
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ここで特殊と く し ゅ部落ぶ ら く について説明せつめいします。日本語に ほ ん ご で部ぶ
落ら くというときには二ふたつの意味い み があります。 

①農の う村そん地ち 帯たいの集しゅう落ら く 
②被ひ 差さ 別べつ部ぶ 落ら く 
二ふた通と おりあるため、①の意い 味み で使し 用よ うされている「部ぶ

落ら く」と区く 別べつして、被ひ 差さ 別べつ部ぶ 落ら くをさまざまな差さ 別べつ的て きな
意い 味み 合あ いを込こ めて「特と く殊し ゅ部ぶ 落ら く」ということばができ
ました。現げん在ざいの調ちょう査さ では、1899年ねんに奈な 良ら 県けんの行ぎょう政せい

が使つかいだしたことがわかっています。「特と く種し ゅ部ぶ 落ら く」と
書か かれることもありました。「悪あ くの代だい名めい詞し 」として使し

用よ うされることが多おおくありました。特と く殊し ゅ部ぶ 落ら くということ
ばは、最さい近き んでも差さ 別べつ的て きに使つかわれることがありました。
国こ っ会かい議ぎ 員いんで「今いまや国会こ っ かいは特殊と く し ゅ部落ぶ ら く みたいになって
しまった」といった発言はつげんをし、運動う ん ど う団体だんたいから抗こ う議ぎ を受う

けました。 
ではなぜ、差さ 別べつ的て きな意い 味み が込こ められた「特と く殊し ゅ部ぶ

落ら く民みん」ということばをあえて使つかったのか。これは、差さ

別べつというものは、差さ 別べつする人ひとが差さ 別べつされている人ひとた
ちにレれ ッっ テて ルる をはるわけです。差さ 別べつされてきた人ひとたち
が生う み出だ したことばではありません。差さ 別べつをなくす時と き、
そのことばを使つかって運う ん動ど うを起お こすしか方かた法ほ うがなかっ
た。そして、部ぶ 落ら く差さ 別べつがいかに不ふ 当と うであるかというこ
とを呼よ びかけるしか方ほ う法ほ うがなかった、それで使つかった
とみています。 

その後ご 、1934年ねんに全ぜん国こ く水すい平へい社し ゃが拡か く大だい中ちゅう央お う委い 員いん

会かいを開ひらき、「被ひ 圧あ っ迫ぱ く部ぶ 落ら く」と呼よ ぶように決き めました。
戦せん後ご 、今こ ん日にちでは、運う ん動ど う団だん体たいや研けん 究きゅう者し ゃ は、被ひ 差さ 別べつ部ぶ
落ら くと呼よ んでいます。前ぜん後ご 関かん係けいでわかる場ば 合あいは、部ぶ 落ら く

とよんでいます。そのような経けい過か があります。 
 
〇人間にんげんは 勦いたわるべきものではなく尊そん敬けいすべきものだ 

宣せん言げんにはこの 勦いたわるということばが 2カか 所し ょで出で てき
ます。「人間にんげんは 勦いたわるべきものではなく尊そん敬けいすべきも
のだ」この内ない容よ うが、水すい平へい社し ゃ宣せん言げんが日本に ほ ん最さい初し ょ の人じ ん権けん

宣せん言げんである所以ゆ え ん だと 私わたしは 考かんがえています。 

水すい平へい社し ゃ宣せん言げんには人にん間げんということばが 10回かい出で てき
ます。ところが人権じんけんは、一言ひ と こ とも出で てきません。なのに
なぜ、水平社すいへいしゃ宣言せんげんは日本に ほ ん最初さ い し ょ の人権じんけん宣言せんげんなのか。
内ない容よ う的て きに人権じんけんを捉と らえた、それが「人にん間げんは 勦いたわるべきも
のではなく尊そん敬けいすべきものだ」にあらわされています。 
☆水すい平へい社し ゃを創そ う立り つするまでの部ぶ 落ら くに対たいする憐あわれみに
基も とづく取と り組みに対たいする批ひ 判はんから盛も り込こ まれた。 

 
☆根こ ん底てい：すべての人にん間げんは、磨みがけば光ひかる無む 限げんの可か 能の う性せい

を持も っている、それが、さまざまな妨ぼ う害がい物ぶつによって発は っ

揮き できなくなっているのだという 考かんがえ方かた。 
☆人権じんけんを 考かんがえる上う えで一いち番ばん大たい切せつな原げん点てん 
 

勦いたわるという行為こ う い には、 勦いたわる人ひと と 勦いたわられる人ひと が
存在そんざいします。 勦いたわる人ひとが一いち段だん高たかいところに立た ち能の う力りょく

があるとされ、 勦いたわられる人ひとは一いち段だん低ひ くいところに立た た
され、能の う力りょくが低ひ くいとされる。そして、気き の毒ど くだから、か
わいそうだからと 勦いたわわられる、 憐あわれみの行為こ う い です。 

1871年ねん、解かい放ほ う令れいが出だ され、自じ 由ゆ うにはなりました
が、部落ぶ ら く の人ひとびとは自じ 由ゆ う競きょう争そ うの荒あら波なみに放ほ うり込こ まれ、
生せい活かつ実じ っ態たいはかつてより悪わるくなりました。そのときに部ぶ
落ら く外がいの人ひとたちが、かわいそうにと手て を差さ し伸の べ、憐あわ

れんでも差別さ べ つ はなくなりませんでした。燕 会つばめかいの人ひとた
ちは、それは何なにか間ま 違ちがっている、 勦いたわわる行為こ う い が間ま

違ち っていると 考かんがえていました。人間にんげんは憐あわれむもので
はなく、尊敬そんけいすべきものだということです。人権じんけんを 考かんが

える非常ひ じ ょ うに重要じゅうような 考かんがえ方かたです。 
この「 勦いたわ」とういう字じ は 勦いたわると読よ みますがパぱ ソそ コこ

ンん で変へん換かんすると漢かん字じ では労働ろ う ど うの労ろ うが出で てきます。し
かし、水平社宣言すいへいしゃせんげんでは、「 勦いたわ」を使つかっています。 
 
〇「勦（そう）」は、「かすめとる」、「うばいとる」、
「ころす」という意味い み （『角川かどかわ大字源だ い じ げ ん』） 

勦いたわるの意い 味み は上じょう記き のようになります。このことば
の本ほん質しつを 表あらわしています。では、西光さ い こ うさんはどうしてこ
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の意味い み を知し っていたのか。ロシアろ し あ の著ち ょ名めいな劇げき作さ っ家か マま
クく シし ムむ ・ゴご ーー リり キき ーー （１８６８～１９３６）の作品さ く ひ ん『どん底ぞ こ』
（ 昇のぼり曙夢し ょ む さんによって翻ほん訳や く 、１９１０年ねん １０月がつ に聚しょう

精堂せいどうから発は っ行こ う ）の登と う場じょう人ひと物ぶつであるサさ ーー チち ンん のせり
ふに「人間にんげんは元来がんらい 勦いたわるべきものじゃない。尊敬そんけいすべ
きものだ」というものがありました。それを西光さ い こ う万吉ま ん き ち

さんたちが読よ んでいたのです。 
 
○この際さい吾等わ れ らの中う ちより人間にんげんを尊敬そんけいすることによって

自みずから解放かいほうせんとする者ものの集団しゅうだん運動う んどうを起お こせる
は、むしろ必然ひつぜんである。 
ここでは、部落ぶ ら く 民みん一人ひ と り ひとりも、無限む げ ん の可能性か の う せ い を

持も った存在そんざいである。それが、部落ぶ ら く 差別さ べ つ という不当ふ と う な
壁かべによって発揮は っ き できなくされているのだ。その壁かべは、
一人ひ と り では取と り除のぞけない、まず、部ぶ 落ら く民みん自じ 身し んが団だん結けつし
て立た ち上あ がる必要ひつ ようがあるという事こ とを述の べています。
これまでは、部落ぶ ら く の人ひとが気き の毒ど くだ、かわいそうだと
部ぶ 落ら く外がいの人ひとが「吾等わ れ ら の中う ちへ」というスタイルす た い る で入はいっ
てきていました。しかし、水平社すいへいしゃ ができてからは
「吾等わ れ ら の中う ち より」部落ぶ ら く 差別さ べ つ をなくしていこうという
転換てんかんを呼よ びかけています。 
 
○陋劣ろうれつなる階級かいきゅう政策せいさくの犠牲者ぎ せ い し ゃ 

陋劣ろうれつとは「いやしく劣お とっていること。下劣げ れ つ」という意い
味み です。松本ま つ も と治じ 一郎い ち ろ うという人ひとがいます。この方かたは戦せん

前ぜんには衆議院し ゅ う ぎ い ん議員ぎ い ん 、戦後せ ん ご には、参議院さ ん ぎ い ん議員ぎ い ん をしまし
た。その次つぎに重じゅう要よ うな役や く割わりをした人ひとが、朝あさ田だ 善ぜん之の 助すけさ
んです。この人ひとは、理り 論ろん的て きに部落ぶ ら く 問題もんだいを究きゅう明めいした人ひと

です。「3 つの命題めいだい」でも示しめしていますが、封建ほ う けん社会しゃ かい

において、一いち番ばん大おおきな役や く割わりをしていた農の う民みん、武ぶ 士し は
人にん数ず うがすくなかった。人数にんずうの多おおかった農の う民みんをどう支し

配はいするか、政せい治じ 的て き：分ぶん裂れつ支し 配はいの道ど う具ぐ として使つかわれま
した。 

次つぎは、経けい済ざい的て き：超ちょう過か 利り 潤じゅんの源げん泉せんについてです。農の う

民みんが一いち番ばん苦く るしんだ時と きの取と り締し まりを部落ぶ ら く 民みんにさせま

した。住井す み いすゑさんが『橋は しのない川かわ』を書か かれていま
す。映えい画が にもなりました。小作こ さ く が地主じ ぬ し に小作こ さ く 料りょうをま
けてくれと頼たのみに来く るが地主じ ぬ し は、不ふ 満まんなら辞や めてい
いと言い います。なぜかというと、もっと悪わるい条じょう件けんで頼たの

んでくる人ひとがいるからです。それが部ぶ 落ら くの小こ 作さ くをし
ている人ひとたちでした。これが超ちょう過か 利り 潤じゅんの源げん泉せんです。 
 
○男おとこらしき産さん 業ぎょう的てき 殉じゅん教きょう者し ゃ 

このことばには、問題もんだい点てんがあります。水平社宣言すいへいしゃせんげんも
ジェンダーじ ぇ ん だ ー という側そ く面めんからイい エえ ロろ ーー カか ーー ドど を出だ さなけ
ればなりません。例た とえば、と畜場ちくじょうにおいて、ホルモンほ る も ん

を処理し ょ り する大半たいはんの労働者ろ う ど う し ゃは女性じ ょ せい労働者ろ う ど う し ゃです。肉に くの
検けん査さ をする医師い し も女性じ ょ せいがおられます。そのなかで、
「男おとこらしき」というのは問題もんだいだと思おもいます。 

かつて、部落ぶ ら く 産さ ん 業ぎょうのビび デで オお を研けん 究きゅう所し ょ で制せい作さ く しま
した。太たい鼓こ づくり、竹たけ細ざい工く 、と畜場ちくじょうも制作せ い さ くしました。し
かし、と畜場ちくじょうについては、販売はんばい直前ちょくぜんになって見合み あ わ
せて欲ほ しいと言い われました。自じ 分ぶん の子こ どもにもと
畜場ちくじょうで 働はたらいていることを伝つたえられていない人ひともいま
した。子こ どもの結婚け っ こ ん問題もんだい があるからです。厳きび しい
差別さ べ つ の現実げんじつがあるため、販売はんばいを辞や めました。そして、
と畜ち く場じょうについて深ふかく知し らないと反はん省せいし、研けん 究きゅう会かいを開かい

催さいしました。その総論そ う ろ んを 私わたしは書か きました。 
プぷ ロろ ジじ ェぇ クく トと の結けつ論ろんは、おとなの 考かんがえ方かたを変か える

のは無理む り 。子こ どもたちに正ただしく知し ってほしいというこ
とで教育きょういくをしていこうということでした。 
 
○人間にんげんが神かみにかわろうとする時代じ だ いにあうたのだ 

このことばは、「人間にんげんこそが、無む 限げんの可か 能の う性せいを持も っ
た存在そんざいであるという 考かんがえ方かたで、ドど イい ツつ の哲てつ学が く者し ゃルる ーー
トと ヴゔ ィぃ ッっ ヒひ ・フふ ォぉ イい エえ ルる バば ッっ ハは （1804～1872）が『キき
リり スす トと 教きょうの本ほん質しつ』等と うのなかで明あきらかにした 考かんがえ方かた

です。従来じゅうらい、人ひと びとは、神かみのなかに絶対的ぜったいてき なもの
（「全ぜん知ち 、全ぜん能の うにしてかつ愛あいである」）を見み て、崇あがめて
きました。しかし、それらは、もともと人間にんげんに 備たずさわって
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いるものなのだという 考かんがえ方かたをもとにしています。こ
れを「疎外そ が い」と言い います。その仕組し く みを解明かいめいしたのが、
フォイエルバッハふ ぉ い え る ば っ は です。人間にんげんこそが、無限む げ ん の可能性か の う せ いを
持も った存在そんざいであるという 考かんがえ方かただということです。 

西光さ い こ う万吉ま ん き ちさんは、フォイエルバッハふ ぉ い え る ば っ は を知し っていたの
か。実じつは、西光さ い こ うさんは、三浦み う ら大我た い が （参さ ん玄げん洞ど う）（1884
～1945）の影響えいきょうを大おおきく受う けていました。そして
三浦み う ら は、フォイエルバッハふ ぉ い え る ば っ は の心酔者し ん す い しゃでした。三浦み う ら は、
人にん間げん不ふ 信し んに 陥おちいっていた西光さ い こ うさんを励はげまししていたと
宮みや橋は しさんが書か いています（宮橋國臣著みやはしくに おみち ょ『至高し こ う の人ひと 
西さい光こ う万まん吉き ち』人文書院じん ぶん しょ いん、2000年ねん）。西光さ い こ うさんは人間にんげん

不ふ 信し んになり、自殺じ さ つ 願望がんぼうがありました。奈良な ら の畝傍う ね び 中ちゅう

学がっ校こ うで差別さ べ つ に合あ い、そして平へい安あん 中ちゅう学がっ校こ うに行い く。でも、
そこでさらに差別さ べ つ されます。その後ご 、東京とうきょうに下宿げ し ゅ くしま
すが、そこでも差別さ べ つ を受う けました。東京とうきょうにまで来き て差さ

別べつを受う けるのかと落お ち込こ みます。そして、故ふる郷さ とに帰かえっ
てきて、生せい協きょう運動う ん ど うをします。しかし、そこでも仲なか間ま と
思おもっている人ひとにお金かねを使つかい込こ まれ、落お ち込こ みます。そ
れを三み 浦う らが励はげましました。三浦み う ら は、 燕つばめ会かいの世せ 話わ 役や くを
していたので西光さ い こ うさんとも親し たしかったので、その時と きに
フォイエルバッハふ ぉ い え る ば っ は の 考かんがえ方かたを教お しえたのかもかもしれ
ません。 
 
○「吾々われわれがエタえ た であることを誇ほこり得う る時と きが来き たの

だ。」、「吾われ々われは、かならず卑屈ひ く つ なることばと怯懦き ょ う だ

なる行為こ う い によって、祖先そ せ んを 辱はずかしめ、人間にんげんを冒涜ぼ う と くし
てはならぬ」 

【注】怯懦
きょうだ

︓おくびょうなんこと。おじおそれること。

また、そのさま。 

ここでは、自じ 己こ 肯こ う定てい、自じ 尊そん感かん情じょうを持も つことを呼よ び
かけています。部落ぶ ら く 差別さ べ つ を撤廃てっぱいしていく上う えで、最さい初し ょ

に解かい決けつしておかねばならないことは、「丑う し松まつ思し 想そ う 」
（部落出身ぶ ら く し ゅ っ し んであることを隠か くす）という 考かんがえ方かたです。ま
た、部落出身ぶ ら く し ゅ っ し ん であることを否ひ 定てい的て き に捉と ら えていては
部落ぶ ら く 差別さ べ つ の撤廃てっぱいはできません。「丑う し松まつ思想し そ う 」の問題もんだい

点てんは、部落ぶ ら く 民みんに対たいして 自みずからの人間にんげんとしての尊厳そんげんを
否ひ 定ていし、差さ 別べつに忍従にんじゅうを強し いるものです。丑う し松まつとは、島し ま

崎ざき藤村と う そ んの『破戒は か い 』の主し ゅ人じ ん公こ うです。この小説しょうせつは、3回かい

映えい画が になっています。 
参考
さんこう

︓島崎
しまざき

藤村
とうそん

『破戒
は か い

』（1906年
ねん

）の主人公
しゅじんこう

・瀬川
せ が わ

丑
うし

松
まつ

の苦悩
く の う

 

また、差別さ べ つ を生う みだしている要因よ う い んに目め を向む けない
態たい度ど も部ぶ 落ら く差さ 別べつを撤廃てっぱいしていくことはできません。
「寝ね た子こ を起お こすな」論ろんにも関連かんれんしています。 

私わたしが審し ん議ぎ 会かい委い 員いんをしているある自じ 治ち 体たいの意い 識し き

調ちょう査さ では、市民し み ん の 3割わりぐらいが、部ぶ 落ら くと言い うから差さ

別べつがなくならない、そっとしておけば差別さ べ つ はなくなる
という人ひとがいます。しかしこの 考かんがえ方かたでは差別さ べ つ はな
くなりません。なぜなら差別さ べ つ 意識い し き は寝ね ていないから
です。何なにも知し らない子こ どもたち、若わかい人ひとたちが差さ 別べつ

意い 識し きをなぜ持も つのか。一ひとつは、小学校しょうがっこう低学てい がく年ねんのころ
です。子こ どもの交際こ う さ い範囲は ん いは幼少ようしょうのころは狭せまいですが、
小しょう学がっ校こ うになると広ひろがります。親おやは、友と もだちがどの辺へん

に住す んでいるのかと聞き きます。そこが部落ぶ ら く だったら
「いや、あそこは柄がらの悪わるいところやからやめとき」とい
うことが多おおくあります。もう一ひとつは青せい年ねん期き 。帰かえりが遅おそ

いので親おやが子こ どもに尋たずねる。その際さい、「結け っ婚こ んを 考かんがえ
るなら部落ぶ ら く の人ひとはダメ」と親おやが言い う。差別さ べ つ 意識い し き は寝ね
ていません。そういうことを聞き かされても、はねのける
こと、差別さ べ つ をはねつけるワクチンわ く ち ん が学校が っ こ う教育きょういくです。そ
れが重要じゅうようです。 
 
○人ひとの世よ の冷つめたさが、どんなに冷つめたいか、人間にんげんを

勦いたわることが何なんであるかをよく知し っている吾々われわれは、
心こころから人生じんせいの熱ねつと 光ひかりを願がん求ぐ 禮らい讃さんするものである 

 
○人ひとの世よ に熱ねつあれ、人間にんげんに 光ひかりあれ 

長ながい 間あいだ、ひどい差別さ べ つ 状態じょうたいにおかれてきた人ひとは、
機き 会かいが到と う来らいしたならば「復讐ふくしゅうをしてやる」という気き

持も ちに駆か られても不ふ 思し 議ぎ ではありませんが水すい平へい社し ゃ
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宣せん言げんは、その立場た ち ばを取と りませんでした。しかし、実じつは、
1カか 所し ょだけ復讐ふくしゅうを思おもわせるところがあります。「殉じゅん教きょう

者し ゃが、その烙ら く印いんを投な げ返かえす時と きが来き たのだ」というと
ころがあります。この箇所か し ょ を西光さ い こ うさんは、「書か きすぎ
たから、消け しましょうか」と言い いました。しかし、米よね田だ

富と みさんは、「 私わたしは、それぐらいは残のこして欲ほ しい」と言い っ
て残のこったと語かたっておられます。 

水平社すいへいしゃ設立せつりつ当時と う じ は 、 面めん と 向む か っ て 差別さ べ つ さ れ る
社会しゃ かいでした。そのときに差別さ べ つ の痛いたみがどれほどつら
いものであるかをよく知し っている我々われわれこそが、一切い っ さ いの
差別さ べ つ を撤廃てっぱいし、すべての人間にんげんが人間にんげんとして光ひかり 輝かがやく
存在そんざいとして尊重そんちょうされる社会しゃ かいの建設けんせつをめざすのだとい
う立場た ち ば を選え らびとったことは素す 晴ば らしいことです。この
基き 本ほん精せい神し ん に基も と づき、その後ご の部落ぶ ら く 解放かいほう運動う ん ど う は、部ぶ
落ら く差さ 別べつの撤廃てっぱいを中ちゅう心し ん的て きな課題か だ いとしつつも日本に ほ ん国こ く内ない

はもとより全世界ぜ ん せ か い から一切い っ さ いの差別さ べ つ 撤廃てっぱいと人権じんけん確立か く り つ

のために貢献こ う け んしてきています。 
例れい：義ぎ 務む 教きょう育い く段だん階かいでの教きょう科か 書し ょ無む 償しょう 

統と う一いつ応お う募ぼ 用よ う紙し の採さい用よ う 
国際こ く さ い人権じんけん規き 約や く、人じ ん種し ゅ差別さ べ つ 撤廃てっぱい条約じょうやく締結ていけつ 
反はん差さ 別べつ国こ く際さい運う ん動ど う（IMADR）の結成けっせい 
人権じんけん教育きょういく・啓けい発はつ推すい進し ん法ほ う制せい定てい 
人権じんけん条例じょうれいの制定せいていなど 

 
○鳥取と っ と り県けん八や 頭ず 町ちょうの「改かい革かく之の 碑ひ 」 

これは、鳥と っ取と り県けん八や 頭ず 町ちょうにある隣保館り ん ぽ か ん にある石碑せ き ひ

です。水平社すいへいしゃの運動う ん ど う は、人ひと を人ひと と思おもわない哀あわれな
人間にんげんを救す くう運動う ん ど うだといっています。 
 
６.水平社宣言すいへいしゃせんげんが及およぼした影響えいきょう 

水平社宣言すいへいしゃせんげんは今日こ んにちまで、部落ぶ ら く 解放かいほう運動う ん ど うの原げん点てんに
位い 置ち づけられています。また、さまざまな分ぶん野や で、差さ

別べつと 闘たたかう人ひとびとに大おおきな影響えいきょうを与あたえ続つづけています。
例た とえば次つぎの通と おりです。 
〇１９２３年ねん４月がつ 

衡平社こ う へ い し ゃ（朝ちょう鮮せんの被ひ 差さ 別べつ民みん・白ぺ く 丁ちょんの解放かいほう運動う ん ど う）の
創そ う立り つ 

〇１９２６年ねん１０月がつ 
解かい平社へい しゃ（アイヌあ い ぬ 民族み ん ぞ くの解放かいほう運動う ん ど う）の創立そ う り つ 

〇１９３３年ねん１月がつ 
日本に ほ んプロレタリアぷ ろ れ た り あ 癩者ら い し ゃ解放かいほう同盟どうめい（外そ と島じ ま保養院ほ よ う い ん ）の
創立そ う り つ 
水平社宣言すいへいしゃせんげんは、教科書き ょ う か し ょにも掲載けいさいされています。 

 
７.水平社宣言すいへいしゃせんげんの限界げんかい 
○ジェンダーじ ぇ ん だ ー の視点し て んの欠落け つ ら く 
「兄きょう弟だい」 
男おとこらしき産さん 業ぎょう的てき 殉じゅん教きょう者し ゃであったのだ 

宣言せんげんでは、「兄弟きょうだいよ」と呼よ びかけています。本当ほ ん と うは、
兄きょう弟だい姉し 妹まいとすべきですが、水平社すいへいしゃを作つ くった人ひとたちは
男だん性せい中ちゅう心し ん主し ゅ義ぎ 的て きな発は っ想そ うがあったわけです。 

もう一ひとつ大正たいしょう十一じゅういち年ねん三さ ん月がつと元号げんごうを使つかっています。
天皇てん のう制せいとの関係かんけいにおいて、もっとも明快めいかいなのは松本ま つ も と

治じ 一郎い ち ろ う さん、住井す み い すゑさんです。なぜ部落ぶ ら く 問題もんだい と
天皇てん のう制せいが関係かんけいあるかというと、天皇てん のうは選挙せ ん き ょで選え らばれ
るわけではありません。皇室こ う し つ典範てんぱんでは、直系ちょっけいの男子だ ん し

が自じ 動ど う的て きに生う まれながらにして貴とうとい存在そんざいとされます。
ということは、生う まれながらにして賤いやしい、差別さ べ つ される
存在そんざいが生う れてきます。弁証法べんしょうほうという 考かんがえ方かたがありま
す。たとえば電でん気き はプぷ ラら スす ・マま イい ナな スす があります。一対いっつい
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なんです。生う まれながらに人ひとよりも貴とうとい存在そんざいを認みとめ
てしまうと、 必かならずそうではない賤いやしい存在そんざいが生う れて
しまう、それを言い い続つづけたのが松まつ本も と治じ 一いち郎ろ う さんと
住井す み い すゑさんです。だから部落ぶ ら く 解放かいほう運動う ん ど うでは、元号げんごう

を使つかいません。元号げんごうは天皇てん のうの代だいによって表記ひ ょ う きされ、
時間じ か ん を支配し は い しています。 

現在げんざいの日本に ほ ん国こ く憲法けんぽうでは、天皇てん のうの地位ち い は、国民こ く み んの
総そ う意い に基も と づいて成せい立り つ するとなっています。だから
我々われわれが天皇てん のうに国民こ く み んの象徴しょうちょうになってもらおうというこ
とで選え らんでいるわけです。ということは、国民こ く み んの総そ う意い
によって象徴しょうちょうとしての天皇てん のうも廃はい止し することもできる
のです。戦前せんぜんは天皇てん のうが憲法けんぽうを作つ くって臣し ん民みんに与あたえてい
ました。そのような点てんからも根本的こんぽんてきに戦前せんぜんと今日こ んにちの
憲法けんぽうは違ちがいます。 
 
８．水平社宣言すいへいしゃせんげんの翻ほん訳や く 

私わたしが知し っている限かぎり一いち番ばん初は じめに英語え い ご で翻ほん訳や くされ
たのは、１９２３年ねん９月がつ５日にち『THE NATION』という
新し ん聞ぶんでした。注ちゅう目も くする点てんは、日本に ほ ん語ご でいう「兄弟きょうだいよ」
を Brother’s and Sister’s と記し るしているところで
す。カか ルる フふ ォぉ ルる ニに アあ で出だ されたこの翻ほん訳や く では、兄弟きょうだい

姉妹し ま い とされているのです。しかし、最さい後ご の「人ひとの世よ に
熱ねつあれ、人間にんげんに 光ひかりあれ」はどう訳や くされているかとい
うと Let there be heat and light!です。直ちょく訳や くする
と「熱ねつと 光ひかりあれ」です。あまりにも省略しょうりゃくしすぎです。
研究所けんきゅうしょが訳や くした文章ぶんしょうは、 

Let there be warmth in human society ,let 
there be light in all human beings.となってい
ます。比較的ひ か く て き、正確せいかくに訳や くしています。今いま、議ぎ 論ろんになって
いるのは、 温あたたかさという訳や くとなる warmth です。
『NATION』では、heat にしています。 

水平社宣言すいへいしゃせんげん は、文学的ぶん がくてき にも注目ちゅうもく されています。
宣言せんげんのなかには「人ひとの世よ の冷つめたさが」が先さ きに記き 載さいさ
れています。そうすると求も とめられるのは「人ひとの世よ の 温あたた

かさ」なのです。それを 考かんがえて、我われ々われは warmth と

訳や くしました。しかし情じょう熱ねつであれば熱ねつだということで、
heat にすべきという意見い け ん もあります。水平社宣言すいへいしゃせんげんは
いろいろな読よ み方かたがあって良よ いと思おもいます。これが
絶ぜっ対たいだということは言い えないと思おもいます。 
 
9.部ぶ 落ら くが解放かいほうされた 姿すがたとは？ 

我々われわれは、部落ぶ ら く 差別さ べ つ のない社会しゃ かいを目指め ざ しています。
では、差別さ べ つ のない社会しゃ かいはどういう状況じょうきょうをもっていう
のか、それが問と われています。 

部落ぶ ら く をなくし、部落ぶ ら く 問題もんだいを語かたらなくすることによっ
て、解放かいほうするという「寝ね た子こ を起お こすな」という 考かんがえ
方かたの人ひとがいます。部落ぶ ら く 問題もんだいを語かたらない、教科書き ょ う か し ょにも
載の せない。例た とえば、住吉すみよ しに現在げんざい住す んでいる人ひとがバば ラら
バば ラら になって、なかったことにする。それは、消け しゴムご む

で部ぶ 落ら くという痕跡こん せきを歴史れ き し から消け すということです。ど
う思おもいますか。 私わたしは、これはできない相談そ う だ んだと思おもい
ますし、やってはいけないことだと思おもいます。歴れき史し 的て き

に差別さ べ つ を受う けていた部落ぶ ら く が存在そんざいしていたとしても、
部落出身ぶ ら く し ゅ っ し んであることを明あきらかにしても、差別さ べ つ されるこ
とのない社会しゃ かいを実現じつげんしたときにはじめて部落ぶ ら く 差別さ べ つ が
なくなったと言い えると思おもいます。 私わたしがこの答こ たえを選せん択た く

した 5 つの理り 由ゆ うがあります。 
 
①集落しゅうらくとしての部落ぶ ら く は、簡単かんたんになくならない（住す ん
でいる人ひとの出入で い りがあったとしても）。 

今いま、住吉すみよ しの歴史れ き し を調し らべていますが、鎌かま倉く ら時じ 代だい末ま っ期き

1200年ねん代だいに住吉すみよ し大社た い し ゃとのかかわりでキヨメき よ め という
存在そんざいがあるということがわかっています。鎌倉か ま く らの末ま っ

期き から住すみ吉よ しの歴れき史し がはじまっているという可か 能の う性せいが
あります。 
 
②お正せい月がつやお盆ぼんに、ふるさとに帰かえりお墓はか参まいりをする

といった風習ふうしゅうは、簡単かんたんになくならない。 
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③日本に ほ ん の歴史れ き し を教おしえるとき、江戸え ど 時代じ だ い の身分み ぶ ん制度せ い ど

や明治め い じ以降い こ う の水平社すいへいしゃ の創立そ う り つ 、水平社宣言すいへいしゃせんげん等と う を
教おしえる必ひつ要よ うがある。 
歴史れ き し をなぜ学まなぶのか。それは同おなじ 過あやまちをおこさな

いためです。だから、歴史れ き し から消け してしまってはいけ
ません。 
 
④部落ぶ ら く の文化ぶ ん か を継承けいしょう発展はってんさせようという取と り組く み

が存在そんざいしている。 
隠か くすのではなく、文ぶん化か を継けい承しょう発は っ展てんさせるために、

住吉すみよ し支部し ぶ では支部し ぶ 設立せつりつ60周しゅう年ねんのときに若わかい人ひとた
ちと一い っ緒し ょになって本ほんをまとめて発は っ行こ うしました。 
 
⑤戸こ 籍せき制せい度ど 、ネね ッっ トと 上じょうで「部ぶ 落ら く地ち 名めい総そ う鑑かん」が存そん在ざいし

ている。 
一い っ旦たん、ネね ッっ トと 上じょうで住じゅう所し ょや所し ょ在ざい地ち が掲けい載さいされると回かい

収しゅうは極きわめて困こ ん難なんです。そのような状況じょうきょうでどうすれば
よいのか。ネね ッっ トと 上じょうで部落ぶ ら く の情報じょうほうを見み ても差別さ べ つ しな
い人ひとをつくっていくのです。 

私わたしはこれらのことを、障害者しょうがいしゃの解放かいほう運動う ん ど うから学まな

びました。障害しょうがいをなくすのではなく、社会しゃ かいによる心しん

理的り て き ・物理的ぶ つ り て きバリアば り あ を取と り除のぞ いてくれというのが
障害者しょうがいしゃの解放かいほう運動う ん ど うです。「部落ぶ ら く をなくせ」ではなく、
「部落ぶ ら く 差別さ べ つ をなくしてほしい」と部落ぶ ら く 解放かいほう運動う ん ど うも言い っ
ています。 
 
10.おわりに 

ぜひ、自筆じ ひ つ の水平社宣言すいへいしゃせんげんを書か いてください。英語え い ご

や漢かん字じ を覚おぼえるとき書か くということをすると思おもいます。
書か くことによって理り 論ろん的て きに理り 解かいが深ふかまります。 

そして、何なにを学まなんでいくのかを 考かんがえながら、繰く り
返かえし読よ んでください。最後さ い ご に、部落ぶ ら く 差別さ べ つ の解かい消しょうの推すい

進し んに関かんする法ほ う律り つ（「部ぶ 落ら く差さ 別べつ解かい消しょう推すい進し ん法ほ う」）などを
活用かつようし、水平社宣言すいへいしゃせんげんが目指め ざ した社会しゃ かいの実現じつげんをして
いきましょう。 

情報じょうほう社会しゃ かいの到来と う ら いとともにネット上ね っ と じ ょ うの差別さ べ つ が生う れま
した。そのような社会しゃ かいを踏ふ まえて、「部ぶ 落ら く差さ 別べつ解かい消しょう推すい

進し ん法ほ う」では、３つのことをあげています。 
①適て き確か くな相そ う談だん体たい制せいを整せい備び しよう 
②教育きょういく・啓発けいはつをしっかりやろう 
③実態じ っ たい調査ち ょ う さをやろう 

②は、推進法すい しん ほうの重要じゅうような柱はしらとなっています。かつて、
33年ねん間かん特と く別べつ措そ 置ち 法ほ うがありました。その特と く別べつ措そ 置ち 法ほ う

とこの「部ぶ 落ら く差さ 別べつ解かい消しょう推すい進し ん法ほ う」との違ちがいはなにか。
特と く別べつ措そ 置ち 法ほ うには、すべてあらかじめ期限き げ んが書か かれて
いました。しかし「部落ぶ ら く 差別さ べ つ 解消かいしょう推進法すい しん ほう」には期限き げ ん

が書か かれていません。なぜかというと部落ぶ ら く 差別さ べ つ がな
くなるまで有効ゆ う こ うな法律ほ う り つだからです。誰だれもいつなくなる
かわからない、努ど 力りょく次し 第だいだからです。「部ぶ 落ら く差さ 別べつ解かい

消しょう推すい進し ん法ほ う」を踏ふ まえて、我われ々われが努ど 力りょくを結け っ 集しゅうして、努ど

力りょくを強つよめれば早はやく差さ 別べつをなくなる、そういう法ほ う律り つです。 
 
〇西さい光こ う万まん吉き ちさんについて 

水平社宣言すいへいしゃせんげんを書か かれた西光さ い こ うさんについて追加つ い か し
て説明せつめいします。戦前せんぜんは奈良な ら の御所市ご せ し を中ちゅう心し んに活動かつどう

されましたが、戦後せ ん ごは和歌山わ か や ま の紀き の川市か わ し で活動かつどうをさ
れました。西光さ い こ うさんが戦後せ ん ご 一番力いちばんちからを入い れられたのが
和栄わ え い策さ くです。和わ 栄えい政せい策さ くを提唱ていしょうされました。どういうこ
とかというと、日に 本ほん国こ く憲けん法ぽうの 9条じょうの精せい神し んからいうと、
軍ぐ ん事じ 力りょく・自じ 衛えい隊たいの予よ 算さ んを開かい発はつ途と 上じょう国こ くの発は っ達たつにふり
むけるべきだと言い われました。それを日本に ほ ん が率そ っ先せんし
てやり、国連こ く れ んに日本に ほ ん がしていることをもちこみ、世せ 界かい

がすべて軍ぐ ん備び をなくして発は っ展てんしてくべきだと言い いまし
た。 

和わ 歌か 山やまのご自じ 宅た くは、現在げんざい、博物館はくぶつかんになっています。
行い かれたら西光さ い こ うさんの書か かれた原げん稿こ うや絵え などがあ
るのでぜひ行い かれたらと思おもいます。 

本講演ほ ん こ う え んがみなさんが水平社宣言すいへいしゃせんげんを学まなぶときの何なに

か助たすけになればと思おもいます。以い 上じょうです。（拍手は く し ゅ） 
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2022年ねん12月がつ1日にち以い 降こ うに、ご寄き 付ふ をいただいたみ
なさまです。 
【木き 本も と久ひさ枝え さま、阪さか木き 奈な 穂お 美み さま、友永ともなが健けん三ぞ うさま、部ぶ
落ら く解かい放ほ う同ど う盟めい徳と く島し ま県けん連れん合ご う会かい市いち場ば 支し 部ぶ 青せい年ねん部ぶ さま、鳴なる

門と 市し 識し き字じ 学がっ 級きゅうさま、この他ほかご本ほん人にんの意い 思し により、お
二人ふ た りお名な 前まえ非ひ 公こ う開かい】            計計計計けい83838383,,,,000000000000円円円円えん    

今今今今こん年年年年ねん度度度度ど 寄寄寄寄き 付付付付ふ 合合合合ご う計計計計けい額額額額がく（（（（1111月月月月がつ末末末末まつ））））計計計計けい1,1,1,1,225225225225,,,,107107107107円円円円えん 
【2022年ねん度ど ご寄き 付ふ のお願ねがい】 

◆目も く 標ひょう金きん額がく：１５０万まん円えん 
当と う法ほ う人じんでは、総そ う合ご う生せい活かつ相そ う談だん（無む 料りょう法ほ う律りつ相そ う談だん含ふ くむ）、

自じ 主し ゅ学がく 習しゅう支し 援えん事じ 業ぎょう、就しゅう労ろ う支し 援えん事じ 業ぎょう、居い 場ば 所し ょ ・食しょく育い く

事じ 業ぎょう、識し き字じ ・日に 本ほん語ご 教きょう室しつ支し 援えん、公こ う益え き貸かし室しつ事じ 業ぎょう、図と 書し ょ

事じ 業ぎょう、人じん権けん教きょう育い く推すい進しん事じ 業ぎょうなどを公こ う益え き目も く的てき事じ 業ぎょうとし
て実じ っ施し しています。これらは皆みな様さ まのご寄き 付ふ によって支さ さ

えられています(ご寄き 付ふ は、個こ 人じん・団だん体たいから受う け付つ けい
ます）。いただきましたご寄付き ふ は、法人ほ う じんで実施じ っ し するこれ
らの公こ う益え き目も く的てき事じ 業ぎょうの経けい費ひ 、住すみ吉よ し隣り ん保ぽ 事じ 業ぎょう推すい進しんセせ ンん
タた ーー の維い 持も 管かん理り に使つかわせていただきます。わたしたち
の取と り組く みに、ご理り 解かいとご協きょう力りょくをぜひお願ねがいします。
なお、公こ う益え き法ほ う人じんに対たいしてご寄き 付ふ いただいた方かたは、税ぜい制せい

上じょうの優ゆう遇ぐ う措そ 置ち を受う けられます。寄き 付ふ 額がくに応お うじて、個こ

人じんまたは法ほ う人じんの所し ょ得と くから一い っ定てい額がくが控こ う除じ ょされます（く
わしくは事じ 務む 局きょくまでご相そ う談だんください）。 

【ご寄付
き ふ

の方法
ほ う ほ う

】 
銀ぎん行こ う振ふり込こみ、または直ちょく接せつ事じ 務む 局きょくへご持じ 参さんください。

ご寄き 付ふ の際さいには寄き 付ふ 申もうし込こみ書し ょに必ひつ要よ う事じ 項こ うをご記き 入にゅうい
ただきます。 

＜事
じ

務
む

局
きょく

＞住
すみ

吉
よし

隣
りん

保
ほ

事
じ

業
ぎょう

推
すい

進
しん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

 

住
じゅう

所
し ょ

︓大
おお

阪
さか

市
し

住
すみ

吉
よし

区
く
帝
て

塚
づか

山
やま

東
ひがし

5-6-15 

電
でん

話
わ

︓06-6674-3732 

 

＜振
ふり

込
こみ

先
さき

口
こう

座
ざ

＞ 

大
おお

阪
さか

信
しん

用
よう

⾦
きん

庫
こ

 住
すみ

吉
よし

支
し

店
てん

（店
みせ

番
ばん

号
ごう

041） 

普
ふ

通
つう

口
こ う

座
ざ

（口
こ う

座
ざ

番
ばん

号
ごう

 0115047） 

口
こ う

座
ざ

名
めい

義
ぎ

 公
こ う

益
えき

財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

住
すみ

吉
よし

隣
りん

保
ぽ

事
じ

業
ぎょう

推
すい

進
しん

協
きょう

会
かい

 

 

賛さん助じ ょ会かい員いんを募ぼ 集しゅうしています。加か 入にゅうしていただけれ
ば、当と う法ほ う人じんの活かつ動ど うをまとめた機き 関かん紙し 『すみりんニに ュゅ ーー
スす 』をお送お くりします。また、当と う法ほ う人じん主し ゅ催さいの指し 定てい講こ う座ざ に
参さん加か 費ひ 半はん額がく免めん除じ ょでご参さん加か いただけます。 

＜年
ねん

会
かい

費
ひ

>個
こ

人
じん

︓3,000円
えん

 団
だん

体
たい

︓10,000円
えん

 

【申
も う

し込
こ

み方法
ほうほう

】 

所し ょ定ていの申もうし込こみ用よ う紙し に必ひつ要よ う事じ 項こ うをご記き 入にゅうの上う え、年ねん会かい

費ひ と一い っ緒し ょに当と う法ほ う人じんにご提てい 出しゅつください。 
情じょう報ほ うを配は い信し んしています！ 

 

ホほ ーー ムむ ペぺ ーー ジじ  
 

 

 すみよし隣保館り ん ぽ か ん で検けん索さく 
 

 

 
 

 すみよし 寿ことぶき フェイスブックふ ぇ い す ぶ っ く  で検けん索さく 
 

 

  

＠sumiyoshi_kotobuki 
 

 

  
ぜひ、チャンネルち ゃ ん ね る 登録とうろくを 

 

住す み吉よ し隣り ん保ぽ 事じ 業ぎょう推す い進し ん協きょう会か いのうごき 
ご寄き 付ふ のお礼れい 

 

賛さ ん助じ ょ会か い員い んを募ぼ 集しゅうしています！ 賛さ ん助じ ょ会か い員い んを募ぼ 集しゅうしています！ 
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